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(1) 令和 6年度資料館事業について  

     浜田郷土資料館              

     金城民俗資料館・金城歴史民俗資料館    

     浜田城資料館               

  

 

 

 

 

 

 





令和 6年度 金城資料館事業計画 
【展示関係】  

◎ 民俗資料館 (開館 51年) 

・ 常設展  「石見の山村生産用具展」 

・ 常設展  「石見の山村生活用具展」 

◎ 歴史民俗資料館 (開館 46年) 

・  常設展  「石見のたたら製鉄」(1階展示室) 

・ 常設展  「チベット巡礼探検家能海寛展」 (1階展示室) 

・ 企画展 「明治期の日本坑法に見るたたら製鉄」 ―浜田県時代のたたら製鉄― 

(歴史館 2階展示室) 

         会期 2024年 6月 1日(土) ～ 2024年 12月 28日(土) 

※ 「波佐まるごと博物館」 の推進を図るためスタンプラリーを実施する。 

 

【広報関係】 

 「かなぎ民俗」の発行（4回程度）。文化財啓蒙啓発の発信を図る。 

  

【文化財保護活動】 

◎ 文化財防火デーに合わせて自衛消防隊員による 「消防総合訓練」 を実施する。 

実施日予定日 2025年 1月 25日(土)     

 

【民俗資料回想セラピー】 

◎ 福祉施設、高齢者クラブと連携して、認知症の予防抑制に 「民俗資料回想セラピー」 

を推進する。 

 

【資料整備】 

・緒職用具の市指定文化財へ向けての取り組み(継続)。 

・能海寛歴史資料の県指定に向けての整備。 

 

【客員研究員制度】 

大学院へ所属して、当資料館の資料を活用して、博士論文、修士論文を著作する客員研究員 

の受入事業を推進する。(部門 : 民俗学・考古学・歴史学・冶金学・能海学) 

 

【出前講座】 

◎ 資料館での民具学習とパワーポイントによる映像学習。出前講座も積極的に推進する。 

◎ 市内各小学校へ文化財全般にわたる 「課外授業」 の受入れ周知 PRを行ない積極的に推 

 進する。 

 

【日常管理】 

 コロナ感染症予防対策の徹底。 

 来観者の傷害保険の加入。 

 館庭の草刈清掃(毎月一回) 

積雪期の除雪作業。 



令和 6 年度  浜田城資料館事業計画書  

 

1 展示事業  

（ 1）展示について  

展  示  名  期  間  内  容  

企画展（前年度継続 ）  

浜田の城下と港  

2/10（土）～  

5/26（日） 

城下の運営の様子と 城

下を支えた港の流通 につ

いて紹介 します。  

企画展  

切図から見た城下町  

―明治時代の浜田市 街地―  

 
6/8（土）～  

9/29（日） 

明治時代に作成され た

切図から江戸時代の 城下

町について探ります 。  

また、北前船寄港地 の

旅をシリーズで紹介 しま

す。  

ミ ニ 企 画 展  
日 本 遺 産  北 前 船 寄 港 地 の 旅  

東 北 ・ 北 陸 （ 1） 篇  

開館 5 周年特別展  

御便殿  

―明治 40 年の山陰 行啓と浜田 ―  

10/12（土）～  

1/26（日） 

浜田城資料館として 活

用している歴史的建 造

物・御便殿について 、 そ

の歴史と特徴を紹介 しま

す。  

企画展  

浜田城とその城下  

 
2/8（土）～  

5/25（日） 

これまで資料館で展 示

してきた成果を踏ま えな

がら浜田の城、町、 港に

ついて紹介します。  

また、北前船寄港地 の

旅をシリーズで紹介 しま

す。  

ミ ニ 企 画 展  

日 本 遺 産  北 前 船 寄 港 地 の 旅  

北 陸 （ 2）・ 山 陰 ・ 四 国 篇  

（ 2）利用状況について（令和 6 年 4 月 1 日～ 6 月 30 日現在）  

展  示  名  期  間  入館者数  
開館

日数  

1 日平均  

入館者数  

企画展  浜田の城下 と港  4/1～ 5/26 1,403 人  48 日  29.22 人  

切図から見た城下町  6/8～（ 6/30）   244 人  20 日  12.20 人  

合  計  1,647 人  68 日  24.22 人  

 

2 普及事業  

（ 1）企画事業について  

     展示内容や季節などに関連するテーマを設け、館内において、

来館者が参加できる事業を企画して実施する。  

    なお、令和 3 年 3 月から実施している「みんなで咲かせよう！

さくらの木」については開催している。  

また、開館 5 周年特別展「御便殿」に合わせて、専門家によ



る御便殿（浜田城資料館）の見学会を開催する予定である。  

（ 2）学習関係事業について  

      学習会や見学会を計画する。  

（ 3）関連事業について  

市民や団体による資料館や浜田城、北前船に関連する事業な

どに協力することにより、資料館の利用や歴史文化の理解が深

められるように対応する。  

    なお、5 月には NPO 法人浜田芸術文化のまちづくり推進協会と

裏千家淡交会石見支部による「浜田城山茶会」の開催に協力して

いる。  

 

3 ＰＲ事業  

   展示に関わるＰＲを除き、浜田城、日本遺産・外ノ浦、御便殿

を紹介するパンフレットを印刷、配布して周知を図る。  

    また、ＨＰやインスタグラムによる情報発信を行う。  

 

 

 


